
※ 定 休 日：日 曜 日

営 業 時 間 9：00～18：00
祝 日 9：00～12：00

士
で
育
児
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
て
ぃ
先

生
氏
（
写
真
⑤
）
に
よ
る
「
未
来
に

つ
な
が
る
子
育
て
を
」
を
演
題
と
し

た
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
記
念
講
演
の
終
了
後
に
は
式
典
の

会
場
付
近
に
お
い
て
、
花
火
実
行
委

員
会
に
よ
る
手
筒
花
火
や
打
上
花
火

も
披
露
さ
れ
、
70
周
年
を
迎
え
た
町

を
お
祝
い
し
、
観
客
を
沸
か
せ
ま
し

た
。

　
式
典
に
は
、
町
政
の
発
展
に
貢
献

さ
れ
た
功
労
者
や
町
内
外
か
ら
招
待

し
た
来
賓
な
ど
約
４
５
０
人
が
出
席

し
、
70
年
の
節
目
を
祝
い
ま
し
た
。

　
開
式
に
先
立
ち
、
町
制
施
行
70
周

年
を
記
念
し
て
作
成
し
た
動
画
の
上

映
後
、
町
立
中
学
校
を
代
表
し
て
東

部
中
学
校
生
徒
会
長
の
古
川
敦
哉
さ

ん
（
写
真
①
）
に
よ
り
町
民
憲
章
の

朗
唱
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
前
段
を
古

川
さ
ん
が
読
み
上
げ
、
後
段
を
出
席

者
全
員
で
唱
和
し
た
後
、
田
中
一
也

副
町
長
に
よ
る
開
式
の
こ
と
ば
で
式

典
の
幕
が
開
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
川
地
憲
元
町
長
が
養
老
町
70
年
の

あ
ゆ
み
を
記
念
動
画
と
と
も
に
振
り

返
り
な
が
ら
、
今
日
ま
で
町
の
発
展

を
支
え
ら
れ
た
皆
さ
ま
に
感
謝
す
る

と
と
も
に
「
多
様
化
す
る
課
題
に
的

確
に
対
応
し
、
持
続
可
能
な
地
域
社

会
を
形
成
し
て
い
く
た
め
に
は
、
恵

ま
れ
た
交
通
利
便
性
を
活
か
し
た
生

活
基
盤
の
充
実
を
図
り
、
次
世
代
に

つ
な
が
る
ひ
と
・
ま
ち
・
産
業
を
育

む
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
で
す
。
今
後

と
も
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
の
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
、
人
づ
く
り
を
推

し
進
め
る
た
め
、
的
確
な
情
報
発
信

に
努
め
、
問
題
意
識
を
共
有
し
な
が

ら
、
未
来
に
向
け
て
の
歩
み
を
進
め

て
い
き
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
町
議
会
を
代
表
し
て
北
倉

義
博
議
長
が
「
70
周
年
の
記
念
の
日

を
町
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
迎
え
ら

れ
た
こ
と
を
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
町
を
取
り
巻
く
社
会
や
経
済

の
情
勢
も
転
換
期
を
迎
え
、
独
自
の

地
域
づ
く
り
に
懸
命
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

町
議
会
も
重
要
な
課
題
を
町
民
の
皆

さ
ま
と
的
確
に
共
有
し
な
が
ら
、
将

来
の
養
老
町
の
た
め
に
率
先
し
て
模

範
を
示
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
各
分
野
に
わ
た
り
町
政

発
展
に
尽
力
さ
れ
た
皆
さ
ま
（
町
民

栄
誉
賞
１
人
、
町
制
施
行
70
周
年
記

念
特
別
表
彰
11
人
、
自
治
功
労
表
彰

13
人
と
４
団
体
、
感
謝
状
３
団
体
）

を
表
彰
し
ま
し
た
。
　

　
続
い
て
、
来
賓
の
皆
さ
ま
か
ら
祝

辞
を
い
た
だ
い
た
後
に
、
養
老
町
名

誉
町
民
で
あ
り
、
日
本
芸
術
院
会
員

の
日
本
画
家
　
土
屋
禮
一
さ
ん
（
写

真
②
）
か
ら
の
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
動
画
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。な
お
、

町
で
は
現
在
総
理
大
臣
官
邸
に
展
示

さ
れ
て
い
る
「
紅
葉
譜
」
と
い
う
も

み
じ
を
題
材
と
し
た
土
屋
先
生
の
作

品
の
取
得
に
向
け
て
準
備
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
最
後
に
早
﨑
京
子
教
育
長
が
閉
式

の
こ
と
ば
を
述
べ
、
式
典
は
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
に
は
、
記
念
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
日
吉
小
学
校
和

太
鼓
ク
ラ
ブ
（
写
真
③
）
と
養
老
象

鼻
山
太
鼓
の
会
（
写
真
④
）
に
よ
る

和
太
鼓
演
舞
の
披
露
と
、
現
役
保
育

 

養
老
町
民
栄
誉
賞
被
表
彰
者

 

安
立 

勇
（
押
越
）

養
老
町
制
施
行
70
周
年
記
念

特
別
表
彰
被
表
彰
者

〈
地
方
自
治
功
労
〉

安
田 

澄
雄（
高
田
）、松
永 

民
夫（
大

場
）、
佐
竹 

孝
一
（
蛇
持
）

〈
社
会
福
祉
功
労
〉

古
川 
修
康
（
有
尾
）

〈
保
健
衛
生
功
労
〉

前
田 

晃
男
（
瑞
穂
市
）、
石
井 

光
一

（
高
田
）、
船
戸 
崇
史
（
船
附
）、
半

田 

嘉
久（
高
田
）、井
上 
孝
行（
押
越
）

〈
消
防
防
災
防
犯
功
労
〉

大
橋 

勝
文（
上
方
）、川
瀨 
博
喜（
石

畑
）

養老町制施行 7 0周年

記念式典・記念講演　挙行

こ
う
よ
う
ふ

令
和
６
年
度
　
自
治
功
労
者
表
彰
被
表
彰
者

〈
地
方
自
治
功
労
〉

西
脇 

義
孝（
大
跡
）、岩
永 

義
仁（
泉

町
）、
大
杉 

和
弘
（
三
神
町
）

〈
教
育
功
労
〉

竹
中 

学
（
大
垣
市
）、
島
岡 

美
和
子

（
大
垣
市
）

〈
社
会
教
育
功
労
〉

西
脇 

寛
樹
（
室
原
）

〈
商
工
業
功
労
〉

野
寺 

兼
次（
高
田
）、吉
田 

太
郎（
石

畑
）、
近
藤 

彰
博
（
押
越
）

〈
保
健
衛
生
功
労
〉

大
橋 

孝
司
（
高
田
）

〈
消
防
防
災
防
犯
功
労
〉

所 

誠
（
大
巻
）

〈
寄
附
功
労
〉

安
立 

勇（
押
越
）、安
立 

玲
子（
押
越
）

藤
井
ハ
ウ
ス
産
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
　
藤
井 

博
美
（
押
越
）

株
式
会
社
サ
ラ
ダ
コ
ス
モ

代
表
取
締
役
　
中
田 

智
洋
（
中
津
川
市
）

株
式
会
社
ア
ク
セ
ス

代
表
取
締
役
　
上
田 

淳
太
郎
（
大
垣
市
）

株
式
会
社
か
ん
ざ
し

代
表
取
締
役
社
長
　
秋
山 

匡
秀
（
東
京
都
）

令
和
６
年
度
　
自
治
功
労
感
謝
状
受
贈
者

〈
寄
附
功
労
〉

株
式
会
社
マ
ル
ダ
イ
ス
プ
リ
ン
グ

代
表
取
締
役
　
木
村 

好
裕
（
名
古
屋
市
）

一
般
社
団
法
人
住
ま
い
教
育
推
進
協
会

代
表
理
事
　
河
野 

公
宏
（
東
京
都
）

公
益
財
団
法
人
だ
い
し
ん
緑
化
文
化
振
興
財
団

理
事
長
　
栗
田 

順
公
（
大
垣
市
）

表
彰
録
【
敬
称
略
・
順
不
同
】

受け継がれていく大切なもの

養老 の「今」を「未来」へ

　
昭
和
29
年
に
当
時
の
１
町
９
村
が
合
併
し
、
県
下
最
大
の
町
と
し
て
養
老
町
が
誕
生
し
て
か
ら
70
年
を
迎

え
た
11
月
３
日
（
日
）
に
、
町
民
会
館
で
養
老
町
制
施
行
70
周
年
記
念
式
典
・
記
念
講
演
を
開
催
し
ま
し
た
。

写真①写真①

写真②写真②

写真④写真④写真⑤写真⑤

写真③写真③

広報ようろう　2024.12.13 広報ようろう　2024.12.1 2


